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この 11月 で 2年の会長任期を会員の皆様のお蔭
で何とか務めることができ、御礼申し上げます。私

の 2年間の活動ならびに次期会長、次々期会長につ

いてご報告します。

まず、井口武夫前会長から引継ぎました日本人留

学生の記録については、三好彰幹事を中心に精力的

に調査研究を進めていただいておりますが、本件に

ついては別項でお伝え申し上げます。

さて、話題をこの 2年間の活動報告について触れ

させていただきます。一昨年の米国の「ボストン日

本協会」設立 100周年に際して、Mayflover号を
描いた記念の絵皿を贈呈、関係団体の名古屋ボスト

ン美術館の会員になり、友人知人も勧誘、音楽の会

主催のコンサートやお花見の会に参画、 (2005年の

浜離宮でのお花見にはMIT本校同窓会の名誉ヴァイ
ス・プレジデントのWilliam Hecht氏が、 また、
2006年のお花見の会では、ボストンから吉野静子会

員他の里帰りされた方々と京都ボストン交流の会会

員の方々も参加)、 会員増強に努力、ゴルフの会の

優勝者には佐々木杯を提供させていただいたことな

どがあります。

また本年 4月 には日本MIT会の役員数名でIITを

訪問し、増渕興一先生ご夫妻とは一緒に夕食をしま

した。MITで は、初の女性総長Susan lockfield博

士のリーダーシップのもと、エネルギー問題および

生命科学と工学との関わりに全校挙げて活発な研究

活動が展開されております。ボストン滞在中に「ボ

ストン日本人会」の中塚久生副会長とも交流しまし

た。最近では本年 6月 25日 に「京都ボストン交流
の会」の総会 (55名出席)に参加し、直後に予定
されていた祗園祭の魅力、祗園囃子の楽しみと題し

た講演と、素晴らしい尺八、琴の合奏を堪能しまし

た.引 き続く懇親会に参加し、会員の皆さんとの交
流を楽しみました。

以上は私が参加できた範囲の活動ですが、この他

にも当会会員の皆様が自主的に開催される多くの文

化・親睦活動から日本ボストン会は成り立っており、

日本ボストン会活動について

会 長 佐 々 木 浩 二

改めて日本ボストン会自体の活動の広さと関連組織

とのつながり、そして歴史の縦糸にしっかりと眼を

向けた活動姿勢を思うと、当会の会員であることに

幸せを感じています。

ここで次期会長についてお伝えいたします。茂木

賢二郎元会長からご紹介をいただいたハーバード・

ビジネススクール同窓会会長の鶴正登氏にご就任い

ただくことになりました。鶴氏は昭和 45年住友銀
行入行を経て、後に日本オイルシールエ業株式会社

(現在のNOK株式会社)に入社されました。ハー
バード大学経営大学院にて昭和 52年MBAを取得
され、現在は同社代表取締役会長兼社長で、日本自

動車部品工業会会長を兼務されています。鶴氏の奥

様は増渕MIT名誉教授奥様の文子さんとお知り合い

であったこともつい最近判明しました。

鶴氏の次の会長 (2008年 11月～)候補に株
式会社フェローテック社長の山村章氏をご推薦申し

上げます。山村氏からは次々期会長候補をお引受い

ただけるとのご承諾をいただきました。山村氏は昭

和 44年ボストンのノースイースタン大学の修士課
程を修了されました。ケンブリッジ・サーミオニッ

クス社を経て、フェローフルイディクス社 [現フェ

ローテック (USA)]コ ーポレーションに入社さ
れ、日本法人 (現株式会社フェローテック)代表取
締役社長に就任されました。その後、米国親会社を

TOBにより買収し子会社化、現在上記米国法人の
最高経営責任者のほか、 (中国子会社の)杭州大和
熱磁電子有限公司と上海申和熱磁電子有限公司の董

事長を兼務されています。二人のお子様の内、お二

人はボストン生まれだそうです。

今年の総会において、次期会長、次々期会長の選

任をご承認願います。今後はハーバード・ビジネス

スクール、ボストン大学、ノースイースタン大学、

アマースト大学などの同窓生にも日本ボストン会の

活動への参加、入会を勧めて行き、活動の輪を広げ

て行きたいと考えています。
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ボ ス ト ン 日本 入 学 生 会   学 生 会 発 足 当 初 の 活 動

会 長 佐 々 本 浩 二       三 好 彰

洒本人学生会の会合記録は井口前会長から]:き継

いだ調査研究課題です。私が本年 4月 :こMITを訪問

した折にIndustrial Liaison ProgFam日 本畢務所長

を兼務するCarl Accar轟 氏や同窓会、また現地「ボ

ストンロ本人会」他:こ も聞い合ゎせてみました。私

のIIT登録アカウントを利用して、ウエプサイトで

昔の留学生の記録も調べてみましたt三好彰幹事:こ

は膨大な時間を費やして調査
,事理に取り組んでい

ただいており、その成果をご紹介します。

ボストンおよびその近郊での日本人の鮮 の歴史

はジョン万次郎から新島襄を経て、明治襲 4ノら官界、

学会、産業界で大きな足跡を残した金子事太郎、

小村寿太郎、伊澤修二、団琢磨などに引き継がれて

行きましたが、嬰治期の半ば以降では留学生が増え、

自然発生的に目太入学生が親睦会を学内に持つよう

になりました。その当時からのことを記録した 4巻

からなる「ボストンロ本入学生会」の記録集を現在

日本ボストン会が保管 tています。

大三中期からYMCAを 中心としたキリスト教関

係者が会を司るよう:こなりますが、当時、西海岸で

巻き起こっていた排彗運動と無縁ではなかったと思

われます。昭和に入って活動が低下するのは日本軍

の大陸侵攻もあって留学生の数が減ったことが挙げ

られ、記録集は昭和 9年の新奪会の記事で彗れてい

ます。大平洋戦争が始まって留学生は帰国を追られ、

この記録集はボストンに残されたまま,こなるのです

が、戦後に留学した女子学生が記録集を見つけ出し、

昭和 9年の新年会の次のページから戦後の言己録が書

き続けられているのです。その中のポストン全マラ

ソンの記事では、当会の会員でもある山田敬蔵氏が

当時の世界記録で優勝しています[留学生が多くな

るにつれ、学外にわたる親睦会の活動が難しくなっ

たためでしょうか、この記録集の記事は昭和 28学

年度で終わっています。記録集に曲てくる日本人学

生と学生を支えた理系人は600人を超え、また学
生を支援 L.たアメリカ人が約 200人います

`

種々の情報源から日本人 (、 日系人も:)については

約 6害1の方々、アメリカ人について:ま誇 4封の方々

について、何らかの情報は得られていますが、まだ

まだ全数が種める!まどに至っていません。本会のホ

ームページでこの記録集に登場する方々を紹介して

いますので、ご覧いただき、お気づきの点をご連絡

いただければ幸いです。

ボストン日本人学生会 |ま明治 41学年度から活動
している。初期の活動の様子を紹介する。文中では

敬称を轟す、なお学生会員義に続く括弧の幸は、後

年の主な仕事である。

アメリカの学年度は 9月 からであるが、新学襲が

始まる前の同年 5月 に会員11を作っている。それによ

ると、当初はハーバード大学で学んでいる日本人学

生を正会員とし、マサチューセッツエ科大学 (MI
T)の学生を準会員と取り決めてしヽる。こ縫 ヒヽ=、 他
命大学も対象 :こするよう:こ方針を変えている。また

学生会員のほかに、本会ならびに日本に理解のある

アメリカ人を名誉会員拿こすると定めているc

本会の層釣は親睦を図ることであり、学年度初頭

に総会を開くと定めている。幹事団で行事の内容や

会の運営方針を検討している。

幹事団の第一国会合は明治 41年 11月 1日 に浅

野良三 (日本鋼管社長)宅で行われた3この会合で

初代会長として望月松太郎 (外交官)、 副会長とし

て新井来男 (最系人で日系企業の幹部)を決めてい

る。最初の名誉会員を次のように決めている。

Lttrettce L Evans:Tufts ttliege教 授

森本 辰太郎 :山中商会
J滑.Gr器穀: キリスト教熙弊亀鸞五a撮 鶴 灘

から日本に派遣された録通el

CrOsけ Cree斡 の息子、Jero震

肱還s Gr∝Кと考えられる。

C.騰Cauley:1889年来日。ユニタリアン宣教師
1909年 :こ旭藝賞。

Harris賂撼e釘 :経歴不明.
EdTards S.為 rse:大森員塚を発見した元東大教

銘

L.菫.L韓:  経歴不鴫。
).詈.R∝s:  ′ヽ一バード大学教授ぅ氏の肖像藝

はボストン美機 にある。摘いた

のはKanji聰議盤uraと いう雷学生。

Ed蘊n難 騒1∞tt:ボストン駐在帝国名誉領事。

盪電轟n TatteF:京都 。奈良を戦嶋から守った恩

人.岡倉天心の高弟.
明治 42年 3月 に開催された第 4国会合にMIT
から朝永五郎 (経歴不明|)と鈴木宏之 (経歴不明)、

ボストン大学から影曲千蔦彗 (早稲田大学商学部教

授)が参加した。次年度からの記録は英語で書かれ

た短文であり、大工元年度まで続く。その後しばら

く記事は途i絶えて、再開するのは大正 6学年度であ

り、日本語の記述に戻り大学の区別はされていない。
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ボ ス トン 日本 人 学 生 会 の 記 録

記録集時代区分 :()内 は学年度 代表的な人物・略歴、 ()内は会合出席年。

1 明治期(1907-1911) 良三(1908-11)

有策(1908-09)

浅野セメントの創設者。日本鋼管社長。

早稲田大学教授、坪内逍通の後継者。

浅野

横山

2 大正初期(1912-1916) 正治(1914-19)

秀次 (1915)

真綱 (1915)
コノ(1915)

宗教学開拓者、東大教授、 ハーバード大学客員教授。
超短波無線アンテナの発明者。

英学者、夏目漱石の門弟。

植物学者、日本女性初の博±。

姉崎

八木

野間

保井

3 中期 I(1919-1921) 山本 五十六(1919) 海軍大将・元帥。連合艦隊司令長官。
鮫島 実二郎(1919) 物理化学者、東大教授、寺田虎彦研究室の後継者。
平野 千恵子(1919-33)ボ ストン美術館(MFA)東洋部勤務。

4 Ⅱ(1919-1921) 訳詞家、音楽評論家。

日系人、在米日本人キリスト教学生会のリーダー。

矯正歯科医 (開業医)、 長年留学生のお世話役。

堀内 敬三 (1922)
赤本 英道 (1920)
藤代 真次(1920-33)

5 " 後期0922-1926) 池原 止文夫(1924-51)数学者、東京工業大学名誉教授。
鶴見 祐輔(1924)  Williams c011ege講 師、政治家。和子、俊輔の父親

6 昭和戦前(1926-1983) 外交官、駐米大使 (戦後)。

経済学者、一橋大学学長。

ポストン交響楽団(BSO)を最初に指揮した日本人作曲家
新三菱重工 。名古屋航空製作所 。副所長。

本城 (東郷)文彦
都留 重人(1934)
大澤 寿人(1934)
上條 勉(1934)

7 " 戦後 I(1948-1950) 鮎川義―の長男、学生会の纏め役。MIT理事を務め
日米間の技術・資本交流に貢献。ベンチャー。キャビタリスト。
ジャーナリスト、評論家、女性運動家。

浄土真宗東本願寺派法主。

鮎川 弥一(1950-54)

松岡 洋子(1950)
大谷 光紹(1950)

8 Ⅱ(1951) 政治学者、文化勲章受賞者。

国際経営学者、慶応大学名誉教授、本会会員。

斉藤 真(1951-52)
小林 規威(1951-53)

9 ]I(1952-1954) 数学者、フィールズ賞受章者。
ノーベル物理学賞受賞者、ボストン地区の会合に参加。

井草 準一(1953)
小柴 昌俊 (1954)

10 外国人:明治期(1908-1911) LangdOn Warner(1907)京 都・奈良への戦禍を防いだ大恩人。
Edward S.Morse(1908-20)日 本美術品の収集家、東京大学教授(1877-79)
Ⅱenry S.Iunroe(1909)札 幌農学校教授。金石学 *者。 (*鉱物学の古称)

11 大正期 I(1912-1920) Sydney Gullick(1910)青 い目の人形を日本に送る運動の推進者。
Cvrus E.Dallin(1920)ぽ A正門前のインディアン像の製作者。
J.S.Dearing(1920) 1889来 日 バプテスト派宣教師・教育者。
A.Lawrence LOwell(1920)ハ ーバード大学の名物総長(1909-1933)、 歴史学者。

12 大正期Ⅱ(1921-」 926) Roger 7.BabsOn(1921)バプソン大学の創設者。
Charles I ElliOt(1922)ハーバード大学総長(1869-1909)、 総合大学に発展させた

13 戦後 (1950-1954) Sergei Erisseeff(1951)ロシア人、外国人初の東大国文科卒、ハーバード大学に於
ける日本学の開祖として多くの研究者を育成した。

Edwin O.Reishauwer(1951)日 本研究者、駐日アメリカ大使。

注 :明治41年 (1908)学年度から昭和28年 (1954)学年度までの日本人学生会記録集全 4冊から代表的な方々を抜き
出したリストである。帰国後に各界で活躍された方が多い。ボストン地区に留学された方をごを Qのご家族
・知人からご連絡をいただければ幸いである。 連絡先 :日本ボストン会事務局
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2006年 千 鳥 が 淵 の 桜 に思 う

水 野 賀 弥 乃

平成 18年 4月 1日 、恒例の日本ボストン会の観
桜会が 3年ぶりに千鳥が淵に戻ってきた。肌寒さの

残る夕暮れ、パークマンション脇に会員が集合し、

和やかに楽しい観桜会が始まった。

今年の桜は心なしか白さが勝っているように思う。

まさに満開の桜に誘われ出でた花見客の多さに圧倒

されつつも、樹下では楽しいおしゃべりの花が満開、

延々と流れ往く。まだ一片も舞わずにいる桜花のた

わわな枝を見上げながら、桜吹雪を全身に浴びた数

年前の観桜会を思いだした。今年はもう一度来てみ

ようかと独り言。

6時半からの九段会館での懇親会は、幹事の生田
英機様の開会の辞に始まり、まず遠路の参加者から

順番に紹介され、佐々木浩二会長が生田様のご配慮

を謝し、ボストンからのお里帰リグループ、京都か

らの参加者に歓迎の辞を述べられた。ボストングル
ープからは吉野静子様、石川喜子様、宇田悦子様、

沖洋子様、菅野保子様、現在カルホルニアに移り住
んでいる原紀雄様ご夫妻、京都からは田中律子様、
ジャメンツ登三子様ご夫妻がこの千鳥が淵の桜を愛
でに駆けつけられ、 私がお招きした吾妻綾子様、
森野経子様も加わって各々が自己紹介をされた。

会場にはもう一組のお客様がお待ちだった。能面

師の橋岡一路先生と久美子夫人である。お能を愛好
される生田幹事のご了承をいただき、懇親会にて橋

岡先生のボストン美術館での能面の修復と夢につい

て語っていただいた。

橋岡先生は 12年前に鹿島財団の要請を受けて、
ボストン美術館所蔵の能面調査を行い、 2週間の滞 _
在中に165面すべての調査を終了、更にそのうち
5面の修復をされた。その折りに出遭われたボスト
ンの方々のホスピタリティとボランティア精神に大

変感動された由。「いっか、ボストンの方々にご当
地所蔵の面と装束の生きた姿をご覧いただきたい、

美術館の芝生で薪能をお目にかけることができたら
・・・・ご恩返しができます。それが私の夢です」

と今も募るボストンの方々への感謝と熱い想いを語

られた。

また懇親会当日、北の丸公園での写生会に参加さ

れた方々の作品も紹介され、篠崎史朗様による参加

者の写真撮影、最後は藤盛紀明副会長のご発声によ

る三本締めの拍手で懇親会は 8時半に終了した。

毎年、ボストンを愛する方々と観桜会で集えるこ

とは大変意義深い。自身の中の日本とボストンの絆
一日本人としての誇りと、ボストンヘの郷愁―を会

員の皆様と分かち合うことができるからだ。日本ボ

ストン会の観桜会の温かさと和やかさは、やさしい

さくら色に染まって私の心に応みてくる。
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観桜会

里 帰 りに見 た 風 景 寸 描

石 川  よ し こ

お花見とダックス・フンド

毎年一回は帰国し、いこいの旅行も3回目、東京

に住んだこともあるのに、未だ一度も千鳥が淵の桜

を見物したことはなかった私、余りの美しさと人の

多さにびっくりしてしまいました。

里帰リグループ。メンバーには、お堀りに沿って

建てられたマンションの一室から桜をめでる機会が

準備されました。特に全面ガラス張りのリビングル

ームから拝見した、眼下に広がる満開の桜の波、緑

の武道館の屋根に映えて、それはそれは美しく、雲

上人になったような幸せな気分になりました。

それから下界に下りて参りましたが、丁度ライト

アップされた千鳥が淵はそれはそれは見事でした。

そして日本ボストン会の皆様に早くお目にかかり

たいとと九段会館を目指しましたが、道一杯の人ひ

とひと、中々思うように歩けません。全く運悪くリ

ボンを付けてコートを着た小さなダックス・フント

の後についてしまいました。

足元で自由自在にウロチョロし、時に急に立ち上

まるお犬様、踏みつけないように歩くのは大変なこ

とになりました。下ばかり見て、上を向いてお花見

を楽しむ間がありません。前に追い越せないならば

と、申し訳ないが後の方に追い越していただき、や

っとやれやれと一安心。どうして抱き上げて下さら

なかったのかとつくづく思いました。

やっと着いた九段会館はお日柄がよく、結婚式も

多く、大変な賑わいでした。しかし懐かしい方々が

待っていてくださり、日本ボストン会の方々の立派

な懇親会にも出席させていただき、本当に楽しい一

日でした。ありがとうございました。

写真 (左から)沖、石川、宇田、古野。

菅野 (写真欠席)

風情を忘れぬホームレス

定宿になってしまったホテルから近い日本橋川の

橋のたもとの茅場町駅前、道をへだてた公衆 トイレ

の脇にホームレスのおじさんの小屋がありました。

初めは何とお花がいっぱいあるな一と思うだけで

通り抜けて仕舞うほどの小奇麗な構え、小屋の回り

には大きな鉢植えの本や花で囲まれていました。

時々、水をやっている男のひとを見かけました。

まるで、道行く人に楽しんで貰おうとしている様に

思われました。

よく見ると、小屋中一杯に窓があって、黒桟の障

子の様なものが掛かっていました。夏は庇に早変わ

りして川面を渡る涼しい風が吹き込むといった仕掛

けの様に見えました。時々、近寄らないと聞こえて

来ない位の音で, ミュージックが流れていることが

ありました。

ある時、地下鉄の駅から出てきた吉野さん、運平

く雨が降りだしていました。この様子を見た小屋の

おじさんが傘を貸して下さった由。お礼をしようと

する吉野さんに、「イイエ、イイエ、傘も又のお役

に立って喜んでいるでしょう」と言ったそうですQ

彼の家の前には、何本もの傘が用意されていたそう

です。この親切に対して、彼女は何か心の温まる様

な品物はないかと心を砕いていました。

なぜ家をなくされたか判りませんが、小屋を花で

飾って道行く人々の目を楽しませたり、人の役に立

とうと考えたり、友人と助け合ったり、何とも心地

よく、優雅ささえ感じさせられました。やっぱりこ

れが日本なんだな一と思いました。

旅から戻って

美しい桜の季節からあっと言う間に、一足飛びに

浜木綿香る頃となって仕舞いました。

その節は大変お世話さまになりましてありがとう

ございましたc,遅まきながら佐々本会長、近藤様、

皆々様方に何とぞよろしくお伝えくださいます様に

お願い申し上げます。

婦人部もお蔭様で順調で、大バザールも近づき、

クラフト部では、 10月 の日本語学校文化祭の手伝
いとしての作品 100個 もやっと揃えることができ
ました。役員の皆様も忙しい仕事の中、新しい「ボ

ストンようこそ」も9月半ばには仕上げる様に頑張

っています。又、よろしくお願いいたします。

(ボストン日本人会婦人部顧間・

クラフト部責任者)
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田時: 2('06年 11月 3日 (金う午前 11時
集合場所 : JR青梅線 御嶽 てみたけ)駅前
会食場所 : 「ままごとや」 午後 2時開始
(清酒 澤乃井 直営 豆腐・ゆば中心料理♪

東京都青梅市沢井 2-748
←む0428-78… 9523)

費用 1   3990円 廼 代別)

解説 :   奥多摩の紅葉の見どころ:ま、場所によ
って異なり、 10月 申旬から11月 下旬ど幅があり
ます。御嶽駅周辺は 10月下旬から中旬がみごろと
観光案内やインターネツト投稿が多く見られます。
メヽイキングの専門家である幸野幹事や、絵を描く
会の西川幹事ともご相談して、その中間の 11月 初
旬に日程を設定しました。 3連体の初めの日ですが
是非ご参加下さい。

周辺には玉堂美術館、古川英治記念館、寒山寺、

澤乃井櫛かんざし美術館などがあり、玉堂美術館前
は紅葉のポイントです.

多摩jliを挟んで青梅街道の反対側に御岳渓谷遊歩
道があり、エメラル ド色の清流と紅葉の素敵な素晴
らしいウォーキング道です。

会食場所 :ま清種・澤之井で知られる小澤酒造の直

営です。会食予約のために、第 1次申込みを 10月

2日 (月 )、 最終申込みを 10員 20日 (水)と し

ます。

なお、藩造見学も可能ですが、ご希望を併せてお

知らせ下さい。ご希望が多ければ予鶏 L●ます。

申込4・ 連絡先_1_藤連:紀明r_g美受_____

目

参加ご希望の方は幹事宛にお知らせ下さい。

憂用文夫  E―■ail f24kttattaca.∝n_祀.jp

藤:盛冨美子 E‐ail f― f湖董碑p都.動―net.ne.jp

i遺餞
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経醗賓験          「 秋 を スケ ッチす る会 」

2006年 発:I: 狩 りの 絵になるスポットが多いょぅです。軽微な薩材を

携えて、秋の澄み渡る景色をスケッチしましょう。
i●]毎に参加者が増えつつあり、楽しいひと時を期待

できます。お気軽にご参加下さい。

*集合時間:  11月 3日 (金)午前 11時
率集合場所 : JR青梅線御嶽

`み

たけ:)駅
輩紅葉狩り会員と沢井の「ままごとや」で午後 2時

に合流し、昼食をとります。

幸吉川英治記念築
文豪・青ill英治が載幸希に載靭して
きて住んだ墨敷をそのまま象存.後
の原稿や掛け軸、色紙、書綺など約
二百点が展示されている。

⑬玉豊美衛館
晩年をこの地で選ごした醤本画
の巨離川合玉菫を難念して建て
られた。玉壁の作品や避品など
が表示されている。

__,メ■議=
鬱櫛かんざし美術館

江戸から昭手11に三るまでの機とか

んざしを中心に紅板、はこせこ、か
つら、矢立等を寝蔵・襲示。季節
により年四回震示替えを行います。

攀青棒きもt7●事物館

曇蕉の伝統美・きものを収業した

博物館。難時には、宮廷衣装から

江戸時代の大名や公家などが受

騎した着物が数 展々示む

神

菫
鼻
多
摩

歩

適

文

や

」

寄

!:

緩
潮
一ｗ

藩
ノ
瀬
絡

褥
メ
一

腫
´̈　
　
′

′ッ  、r車｀`
 1、 tゝl知

摩′`ハ套

や

))
tt゛ 、
撃
寺

∵
多
⑬

赫
か
ん
ざ
し
異
術
館

本

肇

困
難

舎

，
事
二

看

蓄
小
橋

〕
響

美
衛
麓

鑽郡
誦
撃

‐
　

ヾ
．

記
　
・一一
一一）鵬
臓

′
，
４
／

諄
支
惨
ゴ

多

-7-

宕
神

蒻
美
治

館

至枷岳蒟

拳

一慕



日本ボストン会会報(T陸 3oston Ass∝ iati"of h鉾■)#28  平成 18(2006)年 10月 10題

ゴ ル フ 懇 親 会 報 告

山 11奇 恒 美 術 鑑 賞 目 立 西 洋 美 術 館
コレクション (常設襲 )

今年度の春季ゴルフ・コンペは 4月 20日、サン

メンバーズ・カントリークラブで開催しました。

メンバー会員の吉観さん、幸野さんが負傷欠席さ

れて残念でしたが、 9墓が参加されました。

スタート1時間前から雨が降り始め、午前中は土

砂降りといってよいほどの雨の中の熱戦になりまし

た。昼休み少し前から吹きはじめた強風が雨雲を吹

き飛ばしてくれ、午後は打って変わった青空となり

ました。全く違う日にアウトとインをプレーした様

でした。

今回からは佐々木会長から優勝杯が寄贈されて、

この杯を争うことになりました。久じぶりに茂木さ

ん、荒金さんも参爆して下さり、この悪天候の中で、

第一回目は近藤宣之さんが 46 45と いうすばら
しい成績で優勝されました。二位には山崎規矩子さ

んが入りました。次回は千葉の泉カントリークラブ

で開催を予定し′ています。

第 23国 ゴ ル フ懇 親 会

秋 の 美 術 の 会 ご 案 内

10月 6日、泉カントリークラブにて開催されま

す。当初は10月 26日 と決定していましたが、 6

月の幹事会で急速 6日 に変更されました。

歴史を飲もう会

―江 戸 情 緒 を 尋 ね 歩 く

日本橋本石町の日本銀行別館の貨幣博物館は近世

日本の通貨事情や庶民の金銭感覚を学ぶには最適の

場所である。近くには三井記念美術館もあり、三井

家に伝わる伝統工芸・美術品を鑑賞することが出来

る。

この界隈一体は江戸下町の中心地であり、魚河岸、

寄席、事屋敷などの記念碑なども残っている。

今回はこれらのスポットをi`巡 り、往時にタイムス

リップと酒落て見たい。お決まりの忘年会は三越の

近くのそばや F利体庵」を予定している.

轟時 :  12月 9日 (土)午後
(註 :諸事情で予定が変更されることがあります)。

幹事 篠崎 史朗

当会会長の三好美智子さんに案内とギャラリートー

クをお願いしております。ご都合のつく方
`′

)ご参加を

歓迎いたします。

集合雹時1  10月 21渥 (土)午後 3時

集合場所 : 国立西洋美術館前庭の く地獄の間〉付近

交通 :   JR上 野駅下車 (公園出口:〉 徒歩 1分
観覧料 :  一般 420円 、 65歳 以上 無料。
詳幾ぷ   ホームページ http://wv軍、ntta.gO.jp
懇親会 : お店 :「過門香 上野バンブーガーデン」

電話 03-5807-2288
料理 中華料理

時間 :   午後 6時より
参加連絡先 :酒井 (メールk2-sakaiOkt■ bigO縫 ,鸞.jp)

(曇 :050-7570-4692)

その他 :  特に念入りに鑑賞したい作品、例えば畢
象派の風景、人物、静物など、事前にお

知らせ下さい。

音 楽 の 会

今年は諸般の事情で、開催する機会がかなわず、

申し訳なく思っております。ボストン・ポップスの

来日のチャンスも今しばらくないようです。当面、

次の形で活動を続けたいと考えています。

①当会のメンバーや、そのご家族でプロの音楽家と

して広く活躍されている方が結構多いので、ホー

ムコンサートの形でリサイタルをお願いする。

②当会のメンバーや、当会と関係のある演奏家のコ

ンサートを電子メールなどでその都:度紹介し、皆

さんで応援する。 幹事 関 直彦・尚子

ホ

ホームページ開設から4年を経て、ページ数や写

真が増え、サーバーのディスクスペースが足りなく

なりました。

そこで、生圏幹事にご尽力をいただき、B10:瞬霊

さん
`′

)ご厚意でご提供いただいているディスクペー

スをこれまでの倍の 20MBに増やしていただきま
したc      幹事 佐藤文則

ヾンべ
P
ユヽ
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美術の会

Poussin Nicolas(1598-1665)

酒 井 典 子

毎年楽しみに訪れるMontreal Museum、 今春の展

覧会はIermitage Museum所 蔵展、題して “Cat⊆塾e

the Great,Art for Empire'' 。その混み方は東京

並み、 4月 2日、さっと一通り鑑賞する。展覧会も

終わりに近い 5月 中旬にもう一度来訪し、ゆっくり

会場を回る。

赤い絨毯を敷いた正面階段の上段に展示されてい

る馬車は、きらびやかなまるでおとぎの国から現れ

たかの様である。ロシア史を知る上での貴重な作品

の数々が所狭しと展示されていた。

沢山のネオクラシック絵画の中に、後の画家、例

えば、セザンヌ、ピカソに影響を及ぼしたPIssinの

105x145cmの 大きな作品が目に入った。“The Rest

``Iollv Fa■ ilv

れる。構図、色彩構成

がとても似ている。二

つの作品ともに後景に

描かれたキュービック

建築、中央にワックス

化されたマドンナ、そ

して赤ヽヽ ドレスにまど

ろむ様な午後の光が当

たる、微笑をたたえる

マドンナは喜びに満ち

満ちている。両作品の

ピラミッド風の構図

3月初旬 (3/6～

5/26)か ら5月 末にか

けて、モントリオール

郊外の景色が目まぐる

しく変わる。オンタリ

オ湖から流れてくるセ

ント。ローレンス川の

水の豊かさに驚く。冬

NICOLAS POUSSIN.瀾 0夕 E′″の 0″ ′み′辞ψ∫.
1648.Oi1 0n canV2S,27 × 38ンダ

′
.NatiOnal

Callcry of Art,WaslungtOn,D.C.Samucl
I‐1.Krcss Collcction

の自く輝く木々も、早春の芽吹きの頃に劣らず美し

い。対岸の景色が夕日に染まり、息を飲む程美しい

川の氷も溶ける頃、大地の本々、花たちは毎年変わ

ることなく、春の日の光を待ちわびている。あっと

言う間に日が過ぎ去り、日本へ帰る日が近づいてき

た。

oll the Fl■ ght lnto Egypt''(1655-1657)で ある。

NatiOnal Gallery(Washington,D.C.)所 蔵の作品、

in the Steps'" (1648)が′店1、い走己こさ

llermitage Museun, Saint Fetersburg State, Russia.

Poussin I¶ icolas,」 111L≦≧Rest()‐  the Flight into Egypt"(1655-1657)
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飛 鳥 Ⅲで 行 く

竿 燈 ね ぶ た 祭 クル ーズ
ぶた海上運行と花火が始まる。フリードリンクでビ

ールや清涼飲料水が配られ、ここは正に特等観覧席。

北の夏の夜空を大花火大会のグランドフィナーレが

焦がし、なぜか急にさみしくなった気配を長い汽笛

が震わせ、船は横浜に向かった。

今回のクルーズには小生を含む全 11名でのグル

ープ参加。船内ダイエングルームではよく全員で卓

を囲んだ。毎回がアルコールの有無をおいて、食事

と言うより宴会ムード、いつも一番早く席に着き、

最後まで居すわっていた。

クルーズ中の食事について、朝昼晩三度にティー

タイムが二回、午後のお茶どきには室内楽の生演奏

あり。早朝のアーリーバード・ティーにミッドナイ

ト・プッフェがあり、ハンバーガー、アイスクリー

ムにソフトドリンク類は船内各所で随時提供され総

て無料。

船に乗るたび「なぜ同じところで食べても飽きな

いか ?」 と考える。毎日同じ客が同じレストランに

通う。一週間ならまだしも、世界クルーズならそれ

が三ヵ月半続く。陸にあれば如何に高級なレストラ

ンでも「毎日はとても...」 通例の日本人なら思

いそうだ。

食べ物に関する不満は船にとって致命傷だからか

なりの工夫が要る。同一航海中は同じメニューを出

さない。折りに触れてテーブルクロスやナプキン、

食器の意匠を変える。クルーズの初めと終わりの船

長招待ディナーには趣向を凝らした料理が並び船客

の誕生日、結婚記念などのアニバーサリーディには

卓_上が飾られ、クラシック・カルテットが盛り_上げ

てくれる。

「レストランの善し悪しがクルーズを決める」あ

る船側の関係者は断言した。

久 米 生 光

この 8月 初め、日本郵船いの新客船 “飛鳥Ⅱ"5

万 トンで竿燈・ねぶた祭クルーズにでかけた。横浜

発着、 7日 間 (船中 6泊)の人気コースである。

夕刻 5時出港、翌日は終日洋上日、穏やかな航海

が続き三日日午前 8時秋田県男鹿市船川に入港、快

晴。予想よりやや暑いが湿度は低く快適だ。

乗客全員が 21台のバスに分乗、着岸岸壁より少
し離れた市民会館へ移動、なまはげ実演等ローカル

カラー豊かな熱烈歓迎を受ける。

午後船は秋田港に移動、同夜の竿燈祭りに備える。

東北三大祭の一つ、竿燈祭りは高さ 12メ ートル余

りの竹竿に稲穂を型どって数十個の提灯を釣り下げ、

(重さ50キロを越える)、 笛太鼓の音曲に合わせ

額や肩、腰に載せて高く掲げ、妙技を競う。その数

230本、吊るされる提灯は 1万個に及ぶ。
船側の用意した特別席で華麗なパレードに酔いし

れた深夜、飛鳥Ⅱは秋田港を離れる。翌朝定刻 10

時青森港・新中央埠頭に着岸。

青森市はかっての青函連絡船をはじめ港を中心に

発展した。船上より街を望めば右手にJR青森駅、
その手前の海上にメモリアルシップ八甲田山丸が見

える。同日夜はこのクルーズー番のお目当て「ねぶ

た祭」見物。市の大通メイン会場、船客用桟橋へは

港よりそぞろ歩きで 15分、海風が心地よい。
ねぶたとは歴史的な物語や軍記物をテーマに作ら

れた巨大張リボテ。内装された800個を越す電燈
・蛍光灯で明々と輝く飾り物が一台に2千人のハネ
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卜 (跳人、踊り手)を従え、

ラヴェルのボレロを想わせる

疲れを誘う単調、繰り返しの

大音響囃しと共に隊列巡行す

る様は独特異様、観光客も知

らずのうち興奮の渦中に。

青森 2日 日午後 5時、飛鳥

Ⅱは岸壁を離れ青森湾内所定

の位置に投錨・停泊。陸と程

よい距離で市街のたたずまい

がパノラマ・スクリーンの如

く眼前に広がる。西日が岩木

山系に吸い込まれる如く納ま

り、祭最終日の行事であるね
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1 名 古 屋 ボ ス ト ン 美 術 館 近 況

ボストン美術館には、明治時代初期に来日した医

者、ウイリアム・ビゲロー氏が収集した江戸時代の

浮世絵約 55, 000点が所蔵されていることが知
られているが、この膨大な作品について 1996年
頃から日本人研究者の現地調査の結果、版画と違う

1点 しかない肉筆の浮世絵約 700点が発見された。

この一部、約 80点が里帰りして、06年 6月 17
日から8月 27日 まで、 4階ボストンギャラリーに
て「ボストン美術館所蔵肉筆浮世絵展―江戸の誘惑

―」として一般公開され、大好評であった。

また、同期間に 5階のオープンギャラリーにて、

アメリカ近代写真のパイオニアの一人、エドヮード

・ウエストンの写真展が開催された。
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幅 9布、奥行き 7旬、高さ 51ル

ねぶた師をキャップに製作

一基 2,00o万 円

最終日の夜、ねぶた飾りの最優秀 1位から
5位までの海上ひきまわし

この後の展覧会として、 06年 9月 6日 (土)か
ら07年 2月 14日 (日 )ま で、「ヨーロッパ肖像
画とまなざし、 16-20世 紀の顔、ティツィアー
ノ/ヴァンダイク /′ゲインズバラ ′セザンヌ′_/ピカ

ソ」展が開催され、ボストン美術館が所蔵する名品

67組、 71点が紹介されている。今回、ルネッサ
ンスから19世紀初頭までは注文主の意向で写実的
な絵 (除く宗教画)が主流であったが、カメラが発
明された 19世紀後半以降は、印象派に見られる如
く画家の芸術観に基づく描き方が主流なった変化が

読み取れる展示になっている。

展示期間中、美術館学芸員によるギャラリーガイ

ドも、次の予定で準備されている。

10月 7日 、11月 4日、12月 2日 、 1月 13日。
いずれも土曜日の午後 2時～ 2時 30分、 4階ボ
ストンギャラリーで、当日の入場券が必要である。

なお、名古屋ボストン美術館の明年の展覧会は、

次の予定が組まれている。

4階ボストンギャラリー「アメリカの子供たち (仮題)」
5階オープンギャラリー「夢をかたちに

アメリカ車のデザイン画 (仮題)」

期間 07年 3月 17日 (土)～ 8月 19日 (日 )

幹事会記録 (06年 6月 9日の項、つづき)
*音楽の会 :ス トリート・ ミュージシャンを紹介す

る「題名の無い音楽会」は実現出来なかったが、

ボストン・ポップスの状況、会員になられた笠原

慶昌氏のホルン・ リサイタル (5月 11日 開催)、

現在ボストンに留学中の金原さと子 (ツプラノ)

さん、木田陽子さん (ピアノ)の ジョイント・リ

サイタル (7月 14日 開催)の報告があった。

*次回幹事会 :9月 12日 (火)
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幹 事 会 記 録 (9月 12日の]頂、つづぎ)

日時 2006年 9 12日 (火)午後 6 9時

場所 : 新宿・サミットクラブ

出席者 : 18名
*佐々木会長 :11月 7日の総会迄、その後を鶴正登

氏に引き継ぐ、なお次々期会長に山村章氏を推薦

する。総会でご承認をいただきたい。

*鶴正登次期会長 :茂木賢二郎元会長からご推薦を

いただきました。どぅぞよろしく。ハーバード・

ビジネススクール同窓会 (10月 )に出席します。
*事務局報告 : 新会員  (1名 )
島田征夫氏 (早稲田大学教授、井回武夫氏紹介)

*ゴルフの会 :10月 6日 (金)に開催する、泉カン

トリークラブ。 10名参加の予定G
*お花見の会 : 2007年 春 (未定)。
*紅葉狩りの会 :11月 末の予定を繰り上げ実施し
ます。 (11月 3日 開催、別項参照)。
*ク ルーズの会 :久米氏が飛鳥Ⅱに乗船。別項参照

*歌う会 :東京でピアノを利用できる場所が見つか

れば再会できる。

*ハイキング・山の会 :来春開催に計画変更。

*美術の会 :上野・国立西洋美術館常設展を鑑賞、

10月 21日 (土)、 別項参照。
*音楽の会 :次回予定は未定。

*「ボストンヘようこそ」 :現在、在庫あり。

*ボストン日本人会 :吉野先生が 10月末に来日、

総会に出席の予定。

*日本人学生会の記録 :ホームベージに掲載。別項参照。

*ホ ームページ : バージョンアップした。別項参照。
*歴史を飲もう会 :日本橋界隈を歩く。別項参照。

*総会開催 : 11月 7日 (火)別項参照。
昨年の総会で承認された会則の発効を確認する。

*会報発行 :会報第 28号は 10月 11日発送予定、
次号の原稿締切りは07年 1月 末締切り予定。
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場所: 新宿サミットクラブ (出席者 20名 )
*佐々木会長 : 茂木賢二郎元会長より次期会長と
してご推薦をいただいた鶴正登氏 (NOK株式会
社社長 。現ハーバード・ビジネス・スクール同窓

会会長)をご紹介され、ご本人から73～ 77年に亙
る留学の思い出を語られるご挨拶をいただいた。

尚、次々期会長候補としてハイテク・ベンチヤ
~(ジ
ヤスダック上場)創業社長山村章氏 (mフ

エローテック社社長)をご推薦したいとのご報告
を受けた。

*新会員 :4人 鶴正登氏 (NOK株式会社々長)
河東哲夫氏 (元ボストン総領事、関直彦氏紹介)

井上恵美子氏 (語学学校留学、森啓氏紹介)、

小笠原正人氏 (ハーバード建築学科、近藤氏紹介)

*ゴルフの会 :

4月 20日の懇親ゴルフ会では近藤宣之氏が優勝、

2位は山崎規矩子氏であった。次回は 10月 6日

(金)泉カントリー開催予定。
*お花見の会 :ボストンからの里帰リグループを交
えての集まりは盛会であった。席上で油彩・水彩

を描く会作品が紹介され好評であった。別項参照。
*紅葉狩りの会 :奥多摩・玉堂美術館計画中。
*ホ ームページの件 :こ れまでに 4万回のアクセス

があった。現在月間平均 700回。ディスクの容
量が 10MBか ら20MBに増量された。
*京都ボストン交流の会 :総会・懇親会が 6月 25日
に開催される旨報告があった。

(追記 佐々木会長が出席された)(11頁に続く

9 6

総 会・ 懇 親 会 の お知 らせ(同封チラシ参照)

日時 :

場所

平成 18年 11月 7日 (火)午後 6時開場、午後 6時半開会。
NEC三田ハウス芝クラブ (JR田町駅、都営地下鉄三田駅下車)
港区芝 5-21-7、 603-5443-1400
当日払い お一人 6000円  1司伴者 5000円
事前送金 お一人 5000円  同伴者 5000円

出席者

送金方法

申し込み先 : 日本ボストン会事務局 (同封ハガキ、又はE―mai 1にて 10月 31日 までに
お知らせ下さい。

日本ボストン会の活動はホームページにてご覧下さい。http://wwvl.biz.big10be.ne.jp/」 bston/
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